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1コ ンセプト COncept

長野市ヤ条は人口およそ2,000人、長野市の舌部に広がる自然豊かな出里です。ここにアーティストを摺き、地域の

みなさんとさまざまなた流をはかりながら暮らし、倉1作活動をしていたた(:こ れが「ヤ粂アーティスト・イン・レジデンス

(NAGAIR)」 です:そ れまでの日常生活とは4う 経験やた流の十から、「さまざまな穴付きや

"1,矢

」を行ることで、

何等かの変fLがあること その変イヒは、す (゛ にJ几 11る ものではないかもしれませんが、NAGAIRを 4して、アーティス

トや地成に何等かの変イヒをもたらして(オ■ることを期待しています

The Nakajo area(population 2000), a mOuntain halllllet 、vith abundant nature, sprawls across the

western part of Nagano City The mission of the prOgram Nakajo Artists in Residence(NAGAIR)is to

invite artists to live a long sidc the 10cal rcsidellts of this village for cultural exchange、 vhile they create

art By gaillillg 
″
Iヽally Rcalizatiolls alld Expcricnccs″ thr()し lgh cxpericnccs diffcrcllt fron■ their daily

lives and il■ ternational exchange.somc killd of change inay occtlr、「ithin the artists and the locals This

change may not be in■ lnediately、 risible,but through NヱミGAIR、 both artists and locals can cxperiencc

pcrsonal grO、 vth

2F■l催概姜 PrOgram outlines

(1)アーティストの募集 Artist ApplicatiOn Period

20175 1(mOn)201769(fri)

アーティスト公募  14名 のアーティスト応募 あり

Fourtcen clpplicctti01ls、 、!CrC recci、 cd after thc tll・ tist positioll、 vas advcrrisetl

選考委員会で 2名 を決定 2017622(thu)

The selcctiOn comnlittee chose t、 vo artists

(2)滞在期間 Residency Penod

2017915(fri)- 1123(thu)

(3)公式プログラム ○働cial Program

2017921(thu) 地元歓迎会 Local Wckome Party

20171021(sat) 市民ワークショップ VVorkshOp fKDr Citizens

20171028(sat) アトリエ公開 Open studio

2017113(fl i,National holidav)

信州むしくらまつりで作品展示

E、 hibition at Shinshti NIushikura Festival

2017118(wed) 由華利さん中条中学校 ワークショップ

Yしlkari'sヽVorkshOp at Nak巧 o JuniOr High Sch001

20171115(wed)長野市芸術館で成果発表展

～1120(mon) Omcial Exhibition at Nagano City Arts Ccntcr

2017H.16(thu) エボニーさん中条小学校 ワークショップ

Ebonyも WOrkshop at NaktlJO Elemcntary School



1987年生まれ 埼玉県出身

【芸術分野】絵画・インスタレーション/Painting,Instalation

【学  歴】

2006年 多摩美術大学美術学部 絵画科 油画専攻 入学

2010年 多摩美術大学美術学部 絵画科 油画専攻 卒業

【展  示】
2018年  「ツヽ CE2018J 東郷青児記念損保ジャパン日本興亜美術館

2017年  「シェル美術賞展2017J 国立新美術館
「中条アーティスト・イン・ レジデンス成果発表展」 長野市芸術館
「池袋アートギャザリングIAG All ARDS 2017」 東京芸術劇場

2016年  「SICF17」 スパイラル

2014年  「2014 NIIGκ眈オフィス・アート・ストリート」 第四銀行新潟駅前支店

2010年  「多摩美術大学卒業制作展2010」 多摩美術大学
「平成21年度第33回東京五美術大学連合卒業・修了制作展」 国立新美術館

2008年  「via art 2008」 シンフアートミュージアム

【アーティスト・イン・レジデンス】

2017年  「中条アーティスト・イン・ レジデンス」 2017年 9月 ～11月

【受  賞】
2017年  「島敦彦 審査員賞J(シ ェル美術賞2017)

2014年  「新潟商工会議所特別賞」 (2014 NIIGだ 眈オフィス・アート・ストリート)

2008年  「藤本幸三 (エルメスジャポン)審査員特別奨励賞J(宙 a art 2008)

末松 由華利
Yukari SUEMATSU

滞在について
まっすぐに前を見据える。その先にはいつも山がある。

その先の先まで見澄ますと、美しい稜線をたたえた山々が幾重にも重なりあい、作んでいる。

山々に囲まれた中条での生活では、常に何かに包まれ、守られているような安心感と、自身の力の及ばない何かに、行く手

を阻まれ、全てを見透かされているような静かな緊張感を私にもたらした。

いつも自身と共にある存在であり、自身の思惑だけでは抗えぬ、儘ならぬ存在であった山々は、私にとって、まるで他者

であり、社会であり、自分自身そのものであった。

山々との対話を重ね、私と山々との間で起こる出来事、山々の向こう側に広がる出来事について考え、表した69日 間 |ま 今

後の私の活動に、永く深 く影響を与え続けるだろう。

最後に、この場をお借 りして、私たちの活動を親身に支え、尽力して下さった長野市文化芸術課の皆さま、中条支所の皆

さま、サポーターの先生方、そして何より私たちを温かく迎え入れて下さった中条地区の皆さまに心より感謝申し上げます。

S‐ 1′

Stare stlaigllt ahead l｀ 1lcre are alvヾ ays inotintaills in the lDeyond

lf you look out beyolld the l)eyolld,yotl call see laver tlpon iaycr of ridgelincs stackcd tlpon cach otller,tlle inottllttlills standil、 g perrcctl卜 ,stin

Living hfe surroundcd by mountains in Nak司 o,l always feh a sellse ofsecuntv as ifl were tucked a、 vav and protectcd by something bcyond

llav o、 Fn control lt、 vas as if nly o“ァn patll、「as obstructcd and thcrc、 ハFaS a Silent air of tension,as if thc卜,could see thrOtlgh e、 er)thillg

These are iuSt my Own spcctllations,butl cannotignore the cxistence ofthe mountains bccause they are always there For mc,the mountains

are an endrely separate cxistence from myscr,but they are also jtlst like socic、 and a part of mc

ヽヽFhen l think about the laycrs of dialoguc vFith thc mountains,the evcnts that occur in bctvFeen mC and the illotlntains alld thc ones that

happen in the vast alca beyond thc nlotintains,I think that my sixty nine days in Naktllo will contintle to have an efFect on the rcst of nl)life

Fillallゝ :I would like to say thank you from the bottonl of my heartto tlle star Ofthe culture and Arts SecJon of Nagano City Han tllc Nak輛
。

Brancl、 ()mcc and to thc teachers and peoplc、、ho、、elconlcd tls to NakclJo

作品について

物心ついたころから都市部に暮らしている私は、季節の移ろいや、その日の天気によってさえ、色を変え、形を変え続け

る中条の自然に、湧き上がるような驚きと喜びを感じた。

豊かな自然と、生き物たちの濃密な気配の中で『囲む』をテーマに制作 した作品群には、中条でしか得 られない経験

や、中条でしか見ることのできない景色を反映させるとともに、どこにいても変わり得ない、この世や、この世に生きる私

たちの普遍性についても、少しばかり描き出せたのではないかと、滞在を終えた今、感じている。

山々も自然も、そこに住まう人たちも、なにもかもが見えない何かで繋がつているように感じられ、自他の境界が曖昧に

なる瞬間が、中条にはあるように思う。それは制作を通して中条の様々なものと心を通わせた瞬間だったのかもしれない。

ARTWORKS
As someone、 vho has lived in urban areas for as long as she can rcmembet l thought of the changing ofthe seasons only in

relation to how it afFected that day's weathen ln the changing colors and continuously shifting forms of NakaioiS nature,I felt

器減『t濯鳳ⅧLttX#彗ittlた,I cretted a sd」 arttorks on me■ eme"suroundeど ,udng expe五ences po“bk onサ

h NakttQ h Юneds■e xenew you can tte oJy h Nak巧 o」
:1:xtttl響乱AF濁慧き:麗l盤瑞跡磐l愕寝where you are inside of it.And now that my s● ourn has com(

lI鷺ITぶ:lII:l乳 fI電∫潔盤
[:点

iЫe son of connec● on Ю the mounねins and nature of Na呵 o,and m peoメ e who

需|:肌『LR蝋IWttλttWttl型鶴まt歯認まgFttT置湛鯉』計8鷺‰拙Tttif麗盟占
Nakaio.

3アーティスト Artlst

〓　　　　　　・・一・●　一
一一●一

γ

・

・一
■

一警



4晨示会 Exhibition
201Z/11/15-20 [開 催場所]長野市芸術館 晨示サロン閉催期間

末 松 由 華 利 YllkaH SUEMttSU

まっすぐに前を見据える。その先にはいつも山がある。

その先の先まで見澄ますと、美しい稜線をたたえた山々が幾重にも重なりあい、貯んでいる。

山々に囲まれた中条での生活では、常に何かに包まれ、守られているような安心感と、自身の力の及ばない何かに、行く手を阻まれ、全

てを見透かされているような静かな緊張感を私にもたらしたっ

いつも自身 と共にある存在であり、自身の思惑だけでは、抗えぬ存在であった山々は、私にとって、まるで他者であり、社会であり自分

自身そのものであった。

このレジデンスでの体験が、紙にインクが滲むように、じわじわと、これから先も私の活動に永 く深 く、影響を与え続けるだろうと思う。

山々との対話を重ね、私と山々との間で起こる出来事、山々の向こう側に広がる出来事について考え、表 した60日 間が、このように、展

覧会として形になったことを嬉しく思う。

Starc straight ahcad There arc al、 ,ays lllountains in the be卜 ,ond

lf yot1 look ottt beyond thc bcyond,you can scc lttycr tlpon ia)cl()f ridgelines stacke(l tlpon each othcll thc lllotlntaills sttrtndillg perfectly still

Living life suiroulldcd by inOuntains in Nak両 o,I alwttys felt a scnse of sccuHtゝ as if I WCrc tuckcd awav and protected by sonlctiing beyond

lny oヽ Nn colltrol lt、 vas as if nly o、 ハIn patll、 、as obstitlcted and there vヾ as a silent air of tension,as if thcy could see through cvclythillg

These arejust my o、 vn speculations,but l cannOtignore thc e、 istence of the nlotlntains bccause thev ale al、 iavs thcrc For nle,the nlountains

are an entirely scparate existence fronl lll).Sell but they arc also luStlikc societv and a part of me

l think illy experiences during this residence vFill,like ink spreading across papct slo、viv deeply bit― by― bit,colltinue to have an cfcct on the

rest of ll■y life

ヽヽFhen l think about the layers of dialogue vFith the motintains,tlle events that occur in bet、 Feen llle and thc mOuntains and thc ones thtlt

happcn hl thc vast area beyond the inountains,I am glad my si、 ty days in NaktaJo could take the shapc of an art exhibition

第 1章 囲  む

何かに囲まれながら生 きるということで、自他の境界を強

く意識することがある。

意識 した境界は、時や場所によって、寄る辺なくその輪郭

を変えてゆ く。

独立 した何かにみえるものも、 この性にある限 りは結局、

何かの一部なのだ。

Chapter l  SurrOunded
Livingぃ Fithin a kind of enclosurc,、 re are strongl)‐ a、

‐are of the

boundarv bet、・een oursclvcs and others.

Depending on the tilalc and location,this boundaぅ ・、ve noticc is

not a placc to go,btlt a contintlously changing oヒ l[line

「見守 りと見張 りJ

Watching Over andヽ rヽatching Out

l160mm× 1160mm/キ ャンバスに油彩

第 2章 そこにあるだけ

1私 も何かを取 り囲むものの一部なのだJ

Because l,Too,Alll Part of tlle Greaterヽ Vhole

1000mm 1000mm キ ャンバ スに
'ク

リル絵の具

ただそこにあるだけのものЭ

それが自身の力の及ばない何かであればある程、そのこと

について肯定的に受け止めた り、気にも留めな くなるもの

だ。それにllll値 をつけた り、評価を下 したりすることは、自

分自身でさえ儘ならぬものだということを、忘れてしまった

からかもしれない。

Chapter 2  1t's」 ust There

Things just exist

lf wc can t afcct thOse things otlrsclvcs,、 ve accept thc truth of

thcir existcncc、 vithout qucstion and ceasc caring about thelll

ヽヽ√ef()rget to atttlch or rcdLICeヽ 'allle to thillgs beyond(D tl r()、vn

control.



隧摯
.:

「
イ主]各 と復瞬鋼 Thc Road ttut and the Path Back 91oinn1 2400nlm(サ イズ可変)キ ャンバス117.ク リル絵tF具

第 3章  道標の無い逍
どこまでが来た道で、どこからが行 く道なのか。

向かい来る風に耳目奪われ、ここがどこなのだかわからなくなる.

前に進んでいるつもりでも、実は同じところをいつまでもぐるぐると回り続けているだけなのかもしれない。

Chapter 3  The PathヽVithout Signs

Vヽhcrc has this patll elldcd,and frolll、 Vhere、vill it goP

A、へrind fro11l a■ lr stcals oしlr attention,and、/c stop understandilng、 vherc.hcre'is

l il、 tcndcd to continue br、 、ard,but reallゝ 1 11ligllt iust bC turlllllg loulld alld「 ound,still circling in the samc place

「分際」

反第 4章 雰

To Know Ourselves 1620mm× 3900mm/キ ャンバスにアクリル絵の具

三度と同じ失敗をしないようにと,と にヽ留めたり、この景色を忘れないでおこうと思ったりしても、それらの記

憶は、いつかは彩度を失い、薄らいでいってしまうものだ。

だけれども、日々を生きている限り、何度でも同じような壁にぶつかるし、何度でもあの美しい景色を見るこ

と/」 で`きるっ

記憶の消失と上書きを繰 り返 しながら生きてゆくことは、やるせなくもあり、楽しくもある。

Chapter 4  Rulllination

ハヽ√c tell ourselves nOt to forget this place, these circtlmstances, so 、ve ca1l freeze Otlr hearts in pl.lce and kcep

otlrselves fronl lnclking the sallle lllistake t、 rice E、 .cn still,those lllenlories、 vill、FCakCn and 10se their color

N/1uch as thc days、 vc li、 c through come to all clld,、 ぃrc、N‖ l conlc up agtlinst a、 Fall,tllc sannc as、Fc are llo、、・,alld

beconlc ablc to see that bcatltirtll vicぃ
`yct agailn

The ract thelt、 ve go on li、
‐
ing、、rhilc Ovcr、 、liting and 10sing otlビ lllCll10rieS is both tcrliblc alld vヾ onderful

(

|

FttTり

や
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2017中条アーティスト・イン・レジデンス事業報告書     木村  仁

アーチスト・イン・ レジデンスがやっと理解されてきたようだ。

現代美術 と言う難解 きわまりない得体の知れないものも、ほんのうっすらとではあるが理解 して

いただけるようになりつつあるのではないだろうか。

少し難しく説明すると、主たる役割をなしていたホフイトキューブ(いわゆる画廊などのホワイト

ボードに囲まれた室内空間)でのステージから発表の範囲を広げ、美術が社会との連携を求めつつ新

しい展開を見せはじめているのだ。中条で行われているこの活動もそのような流れの一環をなして

いる。このムーブメントは世界的な現象となっており、我が国においても大小さまざまな事例が報

告されている。しかしながら、一地方の行政がこれを計画し実行している例は数少ないのではない

か。そういう意味では長野市が主催するこのレジデンスは希有な例であると共に、芸術文化に重き

をおく市の姿勢の現れとも言えてほこらしさを覚える。

話はまた多少ずれるが、元来 日本における美術文化は、日常の生活文化と密なる関係性を保ちなが

ら発展 してきており、今日における世界的な現代美術の流れは期せずして我が国の文化スタイルと

呼応する部分が見られて頼もしい。今後とも末永 くこの活動が続いてゆくことを願う。

2017 Artist in Residence Project Report Hitoshi KIMURA
At last, I feel like people understand the Artist in Residence program.

Thanks to the program, I think the difficult to comprehend and extremely strange thing known as modern art may

even be starting to be understood.

This explanation is a bit complicated, but the presentations on the stage of the area playing the main role, the white
cube (the airspace surrounded by whiteboards, also known as an art studio), were expansive, demanding a connection

between art and society while also showing us new developments. The fact that these activities took place in Nakajo

made it possible for that to happen. This movement has become an international phenomenon, and many large and

small instances have been reported in my own country as well. That isn't to say that the examples of this phenomenon

planned and carried out by the administration of this region are few in number- quite the opposite. Given that

significance, the Residence Nagano City sponsored is both a rare example, and makes me feel proud of it as an

embodiment of the attitude of a city established as important to the culture of fine arts.

This explanation is still a little off, but I think the art culture originating in Japan developed while maintaining a close

relationship with the everyday culture of daily life. Though I have no expectations, I am hopeful that the course of
events in today's modern art will be in accordance with the style of culture in my own country. I hope these activities

wil] continue from now on and lor manv vears ro come.

木村氏は、長野市でいち早 く「善光

寺界隈アーティス ト・イン・ レジデン

ス」を主宰され、 自らも芸術家 として

活躍 されています。当事業では、企画

段階か らア ドバイザー をお願 い し、

数々の有益 な助言をいただきました。

また、事業の開始後 も、公式展示会 を

はじめ とした各場面で ご指導いただき

ました。

■4■ Kimura was tlle lrst person to supeⅣ ise

the ・_Altists in Residence・  program in
Nagano Ciじ and has himsclf worked as an

artist Hc has been an advisor On this proJect

since the planning stage,and has g市 en a lot

of useful suggestions He also served as a

leader after the praect opened,doing things

such as  organizing all  of the omcial

exhibitions

1こりIドギt'訂 委It二
=′

||・著k育 |‖ ||キ |:す 1

1終ナlL(小  「巧IJJllll l i lブ 亡 )tl「 jttt白 ほ,

||1岸  i交 明

前年度に続き本年度も長野市中条でアーティスト・イン・レジデンスが展開されました,

運営 スタッフも大きく変わるなか、il」 年度と司様に設定σD趣 旨や期間中のプログラム設置 11

熱い思いを重ねて二人のアーティストを迎えました。呼応するように地域でも歓迎会をF‐B催

したり、地産の野菜をア トリエに届けるなど温かな関係作 りを楽しく進めてくれました,中
条にとって芸術家をlIPえ 入れる意義 |ま 、表現に特化した鋭い目線で捉えたこの場所の桂力を

再認識することと、自らの意識を十キすことですt多 くの地域 島齢者は人生の終盤に納得い く

生き方であったかを|え 場しなから生1舌 しています.そ んな彼 Fジ には同まった思考 11-石 を投

じて|=し ヽヽ期Fi力 iあ りましメこ, 」t∫

`ι

υ)力 う1に 角虫″したにヽというliitヽ を末世:卜 |1華千」き′tと 工月ヽ

ニー・ビジズさんはそれぞれυ,作品 ll中 で見せて くれました.,小・中学|え ですすめたワーク

ショッアも、 7・ 供たちの目を輝かせる内容で現場l旨導者の巾1激 にもなりました
,

作家のニーズと地域のニーズが呼応しあう素敵な 101口間でした。

Noriaki YANIAGISHI

Building on our e∬ orts of the year previous,the NaktlJo Artist in Rcsidencc(NAGAIR)

program was expanded this year Although the administrative stafF has undcrgOnc mttOr

changes,our goals and the duration of the progran■ stayed the samc as thosc ofthc trst

year,and once more we eageJy welcomed two artists to Nak司 o

Acting in conccrt,local rcsidcnts prcparcd a、vclcome party and sent rarm_fresh vegetables

to the studio,helping advancc thc program by creating a、 varm relationship、 Ⅳith the artists

lnviang arists tO NakaJoお valuable since locals will ablc to scc thc charms Of thcir own city

in a ne、 v light and bc able to cuitivatc grcatcr self a、 vareness through the artists expressions

of their own specialized and discerning points of view Many of Naktto S elderly in their

inal stage of life,wonder、ハ′hether or not they are satisied with their currcnt、 Fay of life

They wished for a rock to be thro、 vn into the stagnant pool of their thoughts l、 Is Yukari

SUEMA・ I｀ Sじ and Nls Ebonv BIZYS ftlllHed thcir、 visll to inakc contact、 vith dvnamic

expressioll l)y sho、 vil〕 g th(:cldclI卜  thcir、 aliOtl、 altistic crcatiolls

At tllc workshops rcconlincndcd for clcnlcnlaぃ and junior high sc1lool studcnts,thc artists

thcinselvcs、「ere inspired by tl,c cyes ofthc childrcn,shining vrith interest

lt、vas a lovcly 10 weeks,in、ハFhich the needs of the artists and the needs of thc local、 、verc

in accordance

倉

(キ す11'山 岸氏 )

山岸氏 |ま 、長野 市教育委 員会の指導上事

の職 にあ り、主に中 条地 区 において小中高

と地 lrを 結 ιヾつける人 |イ です. この事 業て

ち上也ノιL十 :1交 とυ)J菫 1先 、 アー テ ィス トとの

間わ りなど大変 ご尽力いただきました。

N1l Yalllagishi、 、orks as the supervisor of

teachers on thc Tヽaga1lo City Board of

Education,primarily within the Nakajo

district tO hclp cOnncct elementarゝ junuOr

high sch001,and high schools v√ ith thcir 10cal

areas He、 vorkcd to connect the local area

with sch001s in this praect as well,and was

extremely helpful in creating a connection

、Flth the artlsts

「
場
И
何

五

(左 から2番 目が本村氏 )
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9.15エボニーさん到着

9、 16由華利さん到着

Ebony arrived
Yukari arrived

9.19芸術館見学

Visit Nagano City Arts Center for oficial exhibition

▼

9.21 地元歓迎会 Welcome Party

▼

9.26中条巡り(臥雲院・日下野杉・やきもち家・音楽堂・栃倉の棚田)

Nakaio TOur(Gauin Temple・ Kusagano― cedar・ Yakimochiyao Nakaio Music Ha‖
・Tochikura tterraced Rice Fields)

中条地区に詳しい職員の説明でアーテイス トに中条の知識を深めてもらうため中条巡りを行いました。天然記念木の日

下野杉の巨木に二人のアーテイス トは驚愕。自然豊かな中条を満喫しました。

A tour of Nakaio diStnct, sO the artists could get information about Nakaio With detalled explanations from the

employees tthe two artists were shocked by Kusagano Cedar,a giant tree that is a natural monument.丁 hey fu‖ y

enJoyed the bount‖ ul nature of Nakaio.

▼

10.21 市民ワークシヨップ (中条音楽堂)Workshop for Citizens at Nakaio A/1usic Hall

23名の市民の方に参加いただきました。

2つのグループに分かれ、それぞれのワークシヨップを体験しました。

由華利さんの今回のテーマは「囲む」。

音楽堂の庭に彼女がいつも目にしている中条の山々に囲まれた風景をイメージしたもの (ハゼに布をかけたもの)を作

りました。

そこに、参加者が各々囲まれていたいと思う色を絵の具で着色し、みんなで一つの作品をつくりあしずました。

エボニーさんは、中条音楽堂のゆつたりとした空間の中でオリジナルバッグの作成をしました。参加者も中条音楽堂で

インスピレーションを受け、とても個性豊かな素敵な作品を作りあげました。

23 citizens paticipated.
They were split into two groups, and tried out various workshops.

This time, Ms. Yukari's theme was "Surrounded",

ln the yard of the music hall, she covered a rice drying rack in cloth to

represent the mountains surrounding the scenery of Nakaio that she

was always looking at.

After that, the participants chose colors they wanted to surround, and

used paints to color and create one work of art together.

Ms. Ebony prepared an original bag in the relaxed atmosphere of the

music hall. The participants took inspiration from the music hall, and

made extremely individual, beauiiful works of art.

寧

10.28ア トリエ公開 Open Studio

長野市内外から46名 の来訪者がありました。

アーテイス トたちが作品創りに励んでいるア トリエをみなさんに公開しました。たくさんの画材に国まれ、油絵の具のに

おいがするア トリエ。

アーテイス トの制作現場にみなさんは感動していました。

丁here were 46 vlslors from both Mllthin a∩ d without Nagano Cty

People could see the studlo where the artlsts usua‖ y strove to create their works of art lt、 、/as a studlo that

sme‖ed llke o‖ palnts,fu‖ of many art supp‖ es

Everyone was moved by vlslting the norma‖ y off― limits spot the artists dld thelr work.

6'帯准1=乙録 Details of Stay
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11,3(祝)信 州むしくらまつり (道の駅中条 )

Exhibition at Shinshu lИ ushikura Festival

秋晴れの中、NAGAIRは、たくさんの来場者がいる会場にブースを出しました。
由華利さんは、作品展示の他に小枝を焚いてつくつた木炭で紙に描く体験コーナーも用意し、

大人から子供までたくさんの人がアー ト体験をしながらアーティス トとの会話も楽しみました。

ln the clear autumnal weather, NAGAIR set out a booth that showed a great∩ umber of

spectators the works of art the artlsts ln resldence had created. 卜Иs.Yukari made a fire from

sma‖ branches and used ltto make a charcoaldraw ng corner.ヽ4any people of a‖ ages had

fun talklng to the artlsts whlle maklng art.

11.8 由華利さん中条中学校ワークショップ Yukari's Workshop at Nakaio」uniOr High School

中条中学校全校生徒対象に、ワークショップを行いました。

今回の彼女のテーマを生徒と共有するということで 「囲む」を考えてもらいました。

生徒たちにとつて囲むとは ?囲 まれていたいもの、また、囲みたいものは?

また、偶発的にできた絵の具の模様 (実 際にある変えられないもの)にどう対応し

ていくかを考えてもらいました。人生に置き換えてみると出会つたものにどう対応し

ていくかが大切、とワークショップを通じて、人生の先輩として由華利さんは、生徒

たちに話していました。

This workshop was targeted at all of the students at Nakalo Junior High School. Ms. Yukari worked along with the
students to help them think about what her theme "Surrounded" meant to them. For the students, what was
"surrounding ? What things did they want to surround? What things did they want to be "surrounded"? She also
helped them think about how to cope with the unexpected using paint to make accidental patterns (practical items

and unchangeable things) . lt is important to decide how to deal with the things we encounter and want to change
during our lives. Ms. Yukari used the workshop to talk to the students as their "senior in life".

11.15-20長 野市芸術館展示サロンで作品展示会

OfFicial Exhibition at Nagano City Arts Center

由華利さんの展示は、「輪の中で考えたこと」と題され、4つの章で構成されました。

四方を山々に囲まれた中条で制作された絵画作品と着色されたオーガンジー (布)を
つり、暖簾のように中を通り抜けられるようにした「忘却の過程」を展示しました。

エボニーさんは、中条滞在中に訪れた廃校・中条で出会つた人々・風景の写真と山

岸先生と作つた木琴。さまざまな媒体手法を使つたインスタレーション (空間芸術)を
展示しました。

多くの来客者に中条で制作した作品をみていただくことができました。

Ms. Yukari's exhibition was titled 'Things Thought About in the Ring , and was organized into 4 chapters. She
displayed the artwork she made in Nakajo, surrounded by mountains on all sides. She made dyed organzafabric
(cloth), and used it like dividing curtains, so that passing through them represented "The Process of Forgetting".
Ms Ebony exhibited pictures she took of closed schools, people she met, and scenery she saw during her stay
in Nakajo. She also made a xylophone with Mr. Yamagishi. lt was an installation using many different mediums and
techniques.
They were able to show the works they created in Nakajo to many visitors.

11.16エボニーさん中条小学校でワークショップ 巨bony's Workshop at ttakaio Elementary School

中条小学校生徒が学年ごとに分かれ、身近にあるもので手作リノー トを作りました。

カバーになる部分に折り紙・シール・などでデコレーションし、そのできたカバーの中に紙をはさんだものです。

児童たちは、自分で作つたノー トに大喜びしました。

丁he students at Nakalo elementa「 y school vvere separated according to age, a∩ d they created hand― made
notebooks from thlngs they v〆 ere famillar wlth.

丁hey decorated the covers wlth things llke orlgaml and stickers,and then inserted paperln the mlddle

The ch‖ dren were very happy 1/vlth the notebooks they made themselves

11.22 中条支所ごあいさつ Greeting at Nakaio Branch Orice

11.23 エボニーさんお別れ
11.24 由華利さんお別れ

Ebony returned home
Yukari returned home
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お問い合わせ Contact

長野市文化スポーツ振興部文化芸術課 /長 野市地域・市民生活部  中条支所
Nagano City Culture and Sports Promotion Departlnlent Culture and Arts Section

/Nagano City Area・ C市 ic Life Department NakaJo Branch Omce

TEL1026-224-7504E‐ mail:geJutSu@cittnagano.lgjp

NAGAIR事業の詳細については、長野市 HPを ご覧ください。

～長野県地域発元気づ くり支援金活用事業～


